
【資料1】

施策内容 チャレンジプロジェクト
令和元年
度実績

令和7年
11月現在

目標値
（令和11年
度）

取り組んだ内容 成　　　　果 課　　　　題 今後の方向性 備　　　　考

(1)農地保全に向け
た農地所有者への
情報提供

農地所有者の継承時（相続の
発生）は、農地保全に大きな
影響があります。農地所有者
に対して、農地保全に向けた
情報提供や相談事業を行い
ます。

-
農地台帳
登載者
（全戸）

農地台帳
登載者
（全戸）

農地台帳
登載者
（全戸）

農地台帳等申告書
調査時に文書を配
布し啓発した。

生産緑地の情報提
供ができた。

効率・効果的な周
知。

【継続】
農地保全に大きな
影響がある継承時
（相続の発生）に農
地保全に向けた情
報提供や相談事業
を行う。

(2)農地利用の最適
化推進

農地貸借に関する情報を一元
化し、就農等耕作希望者と農
地所有者とのマッチングを行う
ことで農地利用の最適化を進
めます。

チャレンジ① 0件 11件 10件
新規就農希望者と
農地貸借のマッチン
グを行った。

農地の維持と新規
就農者の支援がで
きた。

制度の周知と情報の
一元化。

【継続】
新規就農希望者や
意欲的な農業者に
対し、農地のマッチ
ングを推進し、生産
性向上を支援する。

案件2で詳細説明

(3)栽培技術の向
上、環境負荷低減
に向けた栽培等の
取組支援

農業振興の一環として、農業
経営に必要な技術と知識の習
得に資するため、農業先進地
技術交換会への農業者の参
加を支援します。
環境負荷低減に向けた栽培
等の取組を支援します。

-
コロナのた
め中止

1回/年
1回/年

農業経営者協議会
研究部会における
先進地の視察研修
を行った。

農業栽培技術向上
につながった。

新規研修参加者の
獲得と習得技術の
実践化。

【継続】
農業振興の一環とし
て、農業経営に必要
な技術と知識の習得
に資するため、農業
先進地技術交換会
への農業者の参加
を支援する。

(4)週末農業・農業
ボランティアなど、
農地所有者以外に
よる農地の保全・活
用

農業体験の利用者などから週
末農業や農業ボランティアへ
の希望を募り、農業者支援や
農地の保全につなげます。

チャレンジ①
チャレンジ②

－ 0人 １０人

・8月農地所有者に
援農ボランティア制
度があれば利用した
いかをアンケート調
査した。・11月コミュ
ニティ農園参加者
に、援農ボランティア
に参加したいと思う
かアンケート調査し
た。

・援農ボランティアを
利用したいという意
向を持つ農家が一
定数いることがわ
かった。・援農ボラン
ティアに参加しても
よいという意向を持
つ人が一定数いるこ
とがわかった。

援農ボランティアに
参加するための仕組
みづくり

【継続】
多様な担い手から援
農ボランティアへの
参画を促すととも
に、受け入れ側の農
家の意見も聞き、援
農ボランティアの仕
組みをつくり、農地
の保全・活用を推進
する。

案件2で詳細説明

(1)市内事業者によ
る豊中市産農産物
の利活用

農業者と市内の食品製造業
や飲食店等事業者とのマッチ
ングを行い、豊中市産農産物
の販路を拡大します。

チャレンジ② － 3事業者 8事業者

学校給食のコロッケ
を加工する事業者
と、市内農家のマッ
チングを行った。

豊中市産のたまねぎ
とじゃがいもを提供
してもらい、市内農
産物の利活用がで
きた。

持続可能な農産物
を提供する側と希望
する側のマッチン
グ。

【拡充】
市内の食品製造業
や飲食店等から
ニーズがある豊中市
産農産物について、
農業者とも提供可能
な品目を話し合い、
持続可能なマッチン
グを行い、豊中市産
農産物の利活用に
つなげる。

豊中市都市農業振興基本計画の進捗状況について

１－１
営農継続に向
けた支援と多
様な担い手の

確保

基本的方向

1
【生産者
が農業を
続けられ
る環境づ
くり】

１－２
豊中農業の強
みを生かした
農業経営の安

定
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施策内容 チャレンジプロジェクト
令和元年
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令和7年
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目標値
（令和11年
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(2)農業経営者協議
会との連携の推進

農業経営者協議会及び農業
協同組合等との連携・協働の
強化により、地産地消の推
進、都市農業の啓発、緑地空
間としての農地の活用等を図
ります。

- ５回/年 ５回/年 ５回/年

・農業経営者協議会
を開催し、ふれあい
緑地フェスティバル
等各種イベントにお
ける農産物提供や、
学校給食食材の提
供を行った。
・コミュニティ農園の
運営協議会の会員
として、事業に参画
した。
・令和7年7月部会を
廃止し、農業経営者

・市内農産物生産者
との連携により、地
産地消の推進、都市
農業啓発、緑地空
間の活用が図れた。

・農業者と市民、市
民活動団体等横断
的に農地の活用や
農地保全に向けて
取組むことができ
た。

新規生産者の参入
及び新たな取組み。

【継続】
農業経営者協議会
及び農業協同組合
等との連携・協働の
強化により、地産地
消の推進、都市農業
の啓発、緑地空間と
しての農地の活用等
を図る。

(3)農業施設等の導
入支援

高齢化や酷暑下での農作業
に効果的、効率的な農業器具
等の導入を支援し、生産性の
向上、農業経営の安定化等を
図ります。

１件/年 3件/年 6件/年

上限1万円として農
作業環境改善のた
めの資材購入、上限
10万円として農機具
の購入助成をおこ
なった。

従来の大規模な設
備投資だけではな
く、作業環境の改善
に必要な小規模な
資材等についても補
助対象に加えること
でより多くの市内農
家の経営の改善を
図ることができた。

農業者へのさらなる
制度の周知が必要。

【継続】
高機能作業着等の
購入により農作業環
境の改善を図るとと
もに、園芸施設の設
置や機材購入など、
効果的、効率的な農
業施設等の導入を
促し、生産性の向
上、農業経営の安定
化等を図る。

案件2で詳細説明

(4)農業共済の加入
支援

農業者が不慮の事故によって
受ける損失を補てんし、農業
経営の安定化を図るため、大
阪府農業共済組合への加入
を促します。

水田台帳
登載者
（全戸）

水田台帳
登載者
（全戸）

水田台帳
登載者
（全戸）

営農計画書を営農
者へ送付する際に
農業共済への加入
促進をおこなった。

営農計画書の送付
時に農業共済のチ
ラシを全戸に同封し
たことにより一定の
加入効果があった。

共済事業のメリットを
広く周知する必要が
ある。

【継続】
農業者が不慮の事
故によって受ける損
失を補てんし、農業
経営の安定化を図る
ため、農業共済への
加入を促す。

(5)転作作物に対す
る支援

地域振興作物等を生産販売
した農家を支援します。

配布農家
戸数
（０戸）

配布農家
戸数
（23戸
R6）

－

農業経営者協議会
研究部会において
ケヤキ茄子の苗を配
布、生産奨励を行っ
た。

農業祭や朝市にお
いて出品し、市民に
購入する機会をつ
くった。

市内全域へ普及し
ておらず、地域振興
作物までには至って
いない。

【継続】
地域振興作物等を
生産販売した農家を
支援する。

(1)社会福祉施設・
市民団体等におけ
る農作業プログラム
の推進

社会福祉事業者や市民団体
等が行う農作業プログラムを
取り入れた活動について農業
者等と連携しながら支援を行
います。

－ ３施設 －

都市農地の貸借の
円滑化に関する法
律に基づき、社会福
祉施設等が農家と
使用貸借契約を締
結し、施設利用者の
農作業活動プログラ
ムが実現した。

介護予防や心身の
健康に寄与するとと
もに農地の維持継
続ができた。

利用希望者と農地
の提供者とのマッチ
ング。

【継続】
社会福祉施設等で
ニーズが高い農作
業において、農業者
とも連携して、マッチ
ングをすすめてい
く。

(2)農地の有効活
用・景観形成及び
市民が自然とふれ
あう機会等の多面
的機能の維持・向
上

花畑を開放した農地所有者に
対し助成金を交付するなど、
市民が自然とふれあう機会の
創出に努めます。

５３カ所 26カ所 －

レンゲ畑の開放を行
う農家へ交付金を交
付することにより、農
地の有効活用を図り
ながら市民に花とふ
れあう場を提供し
た。

農家の経営安定に
資するとともに、市民
福祉の増進と都市
景観に寄与した。

新規農業者の参入
及び多様な場所で
の実施。
レンゲ以外の検討。

【継続】
レンゲ畑を開放した
農地所有者に対し
助成金を交付するな
ど、市民が自然とふ
れあう機会の創出に
努める。

 -

２－１
多面的機能を
発揮した取組
の推進

1
【生産者
が農業を
続けられ
る環境づ
くり】

１－２
豊中農業の強
みを生かした
農業経営の安

定

1
【生産者
が農業を
続けられ
る環境づ
くり】

１－２
豊中農業の強
みを生かした
農業経営の安

定

2
【多面的
な機能を
発揮し
た、農地
の積極的
な保全・
活用】

－
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(3)災害時の防災機
能の向上

災害発生時に生活用水の確
保や資材置き場として活用で
きる「防災協力農地」の周知に
努めます。

－ － 4箇所

11月市内農地所有
者300名に、防災協
力農地登録制度に
ついての周知と登録
希望党の意向調査
を行った。

意向調査の結果を
集計中。

要綱の整備。協力農
家の発掘。

【継続】
災害発生時に、市民
が緊急的に避難す
る空間、また、被災
後の復旧用資材置
き場として活用でき
る「防災協力農地制
度」の協力農家の発
掘に努めるとともに、
地域住民へのPRも
すすめる。

案件2で詳細説明

(1)農地パトロール
事業による農地保
全の推進

営農されるべき農地におい
て、保全管理がされていない
と思われる農地について、管
理状況の確認と適正な管理指
導など、農地保全を推進しま
す。

－ 全農地 全農地 全農地

農地パトロールを農
業委員、農業委員
会事務局職員で6月
中旬から7月中旬に
かけて市内全農地
実施したことで遊休
農地０を維持でき
た。

不耕作地の農地所
有者に指導をおこな
うことで遊休農地０に
つながった。

効率的なパトロール
の実施。

【継続】
営農されるべき農地
において保全管理さ
れていないと思われ
る農地について、管
理状況の確認と適
正な管理指導など
農地保全を推進す
る。

(2)生産緑地・特定
生産緑地の制度周
知と指定

農地所有者へ生産緑地制度
や特定生産緑地制度の周知
を図るととともに適切に指定を
行います。

農地台帳
登載者（全
戸）

農地台帳
登載者（全
戸）

農地台帳
登載者（全
戸）

農地台帳等申告書
調査時に文書を配
布し啓発した。

生産緑地の情報提
供ができた。

効率・効果的な周
知。

【継続】
生産緑地の面積要
件引下げについて、
農地所有者等への
制度の周知を図る。

(3)都市農地の貸借
円滑化

生産緑地の貸借について「都
市農地の貸借の円滑化に関
する法律」を踏まえ、耕作希望
者と農地所有者のマッチング
を図ります。

チャレンジ① － 11 10

耕作希望者と農地
貸借のマッチングを
行った。

農地の維持と耕作
希望者の支援がで
きた。

制度の周知と情報の
一元化。

【継続】
２０１８年に制定され
た「都市農地の貸借
の円滑化に関する
法律」を踏まえ、意
欲ある農業者や事
業者等と農地所有
者のマッチングを図
る。

案件2で詳細説明

(1)豊中農業・農地
に関する市民への
啓発

豊中農業・農地の大切さや多
様な機能について、より多くの
市民に理解してもらえるよう、
さまざまな場面において啓発
に取り組みます。

定期朝市
等複数回

定期朝市
等複数回

-

ＨＰやＳＮＳ等の広
報媒体やイベントを
通じ啓発をおこなう
とともに、地産地消
の販売機会を通じて
も啓発活動をおこ
なった。

豊中農業、農地に関
する市民への啓発
が図れた。

ＩＣＴ等新たな情報発
信ツールの活用。

【継続】
豊中農業・農地の大
切さや多様な機能に
ついて、より多くの市
民に理解してもらえ
るようさまざまな場面
において啓発に取り
組む。

－

2
【多面的
な機能を
発揮し
た、農地
の積極的
な保全・
活用】

３
【豊中の
「農や食」
を通じた、
市民の豊
かな暮ら
しの実
現】

３－１
市民に対する
豊中農業への
一層の理解
（認知）

２－２
生産緑地の積
極的な保全・

活用

２－１
多面的機能を
発揮した取組
の推進

2
【多面的
な機能を
発揮し
た、農地
の積極的
な保全・
活用】

－

3
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(2)豊中市産農産物
の購入機会の拡大

定期開催の直売や朝市の継
続・発展に加え、市民団体や
事業者と連携のもと、既存の
施設等を活用し、定期・随時
を問わず、市民が市産農産物
を購入できる機会のいっそう
の拡大に努めます。

6 9 －

定期開催の直売や
朝市に加え、市庁舎
地下のスペースを活
用して即売会を行
い、市民に市産農産
物を購入する機会を
つくった。社会福祉
施設等と連携して出
荷、販売の補助を行
い、出荷困難な農家
への出荷を促した。

市産農産物につい
て、既存施設やサー
ビスと連携し販売機
会の拡大になった。
出荷農家の拡大に
つながった。

自家栽培農家が多
い状況であり、販売
へのハードルとし
て、出荷手間が考え
られる。出荷しやす
い環境づくりが必
要。

【継続】
定期開催の直売や
朝市の継続・発展に
加え、市民団体や事
業者との連携のもと
既存の施設等を活
用し定期・随時を問
わず市民が市産農
産物を購入できる機
会のいっそうの拡大
に努める。

(3)学校給食での豊
中市産農産物の利
用促進

学校給食での豊中市産農産
物の利用促進に向けて、実施
計画の作成、関係者による検
討会議の開催などを継続して
いきます。

22 18 －

農業経営者協議会
研究部会やＪＡと連
携し、市内農家から
玉ねぎを購入し地元
食材を使った給食を
児童に提供した。

学校給食で活用さ
れることで市産農産
物が導入され、食育
にも寄与した。

安定した数量の確保
と多種多様な連携が
必要である。

【継続】
学校給食での豊中
市産農産物の利用
促進に向けて、実施
計画の作成、関係者
による検討会議の開
催などを継続してい
く。

(4)新鮮で安全な農
産物の提供と地産
地消の推進

農業者及び農業者団体が学
校給食等への地場産農産物
の出荷及び市民に対する地
場農産物の直売を行った場
合、また、市民団体や事業者
等による地産地消事業などに
おいて、その費用の一部を補
助します。

24
56
（R6）

－

新鮮で安全な食の
実現と地産地消を推
進することを目的に
補助金を交付した。

市内の農業者及び
農業者団体の学校
給食等への地場農
産物の出荷及び市
民に対する地場農
産物の直売の支援
になった。

出荷しやすい環境
づくりと新規参入の
獲得。

【継続】
農業者及び農業者
団体が学校給食等
への地場産農産物
の出荷及び市民に
対する地場農産物
の直売を行った場
合、また、市民団体
や事業者等による地
産地消事業におい
て、その費用の一部
を補助する。

(5)農業祭の開催

市民と農業者との交流の場と
して、市民の農業に対する理
解と認識を深めるとともに、地
産地消を広くＰＲします。

４,５００人
3,401人
（R6）

－

11月　市民と農業者
との交流の場とし、
地産地消のPRを目
的に開催した。

市民の理解と認識を
深め、当市農業振
興をより深められた。

新規農業者の参加
や確保。

【継続】
市民と農業者との交
流の場として、市民
の農業に対する理
解と認識を深めると
ともに地産地消を広
くＰＲする。

(6)とよっぴー（堆
肥）・大阪エコ農産
物を活用した取組
の推進

イベント等の機会を活用し、と
よっぴー（給食の調理くずや
食べ残し、街路樹の剪定枝を
混合し発酵・熟成させた堆肥）
や大阪エコ農産物の周知・普
及を図り、豊中農業の理解醸
成に取り組みます。

定例及び
複数回

定例及び
複数回

定例及び
複数回

堆肥を農業者に配
布し、活用するととも
に「緑と食品のリサイ
クルプラザ」や多様
なイベントでの販売
を通して理解醸成に
努めるとともに豊中
農業の理解促進を
図った。

定例販売会やイベ
ントを通して市民へ
の普及促進が図ら
れた。

様々な機会を通じた
普及促進。

【継続】
給食の調理くずや食
べ残し、街路樹の剪
定枝を混合し発酵・
熟成させたとよっ
ぴー（堆肥）の農業
者への普及をはじ
め、とよっぴーをとお
して市民への豊中
農業の理解醸成に
向けて取り組む。

－

３
【豊中の
「農や食」
を通じた、
市民の豊
かな暮ら
しの実
現】

３
【豊中の
「農や食」
を通じた、
市民の豊
かな暮ら
しの実
現】

３－１
市民に対する
豊中農業への
一層の理解
（認知）

３－１
市民に対する
豊中農業への
一層の理解
（認知）
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【資料1】

施策内容 チャレンジプロジェクト
令和元年
度実績

令和7年
11月現在

目標値
（令和11年
度）

取り組んだ内容 成　　　　果 課　　　　題 今後の方向性 備　　　　考基本的方向

(1)市民農園の整備
及び開設支援

農を楽しむ場を提供する市民
農園について、オーナーが整
備・運営しやすいよう一部助
成や支援を行うとともに、利用
者が利用しやすい環境づくり
に努めます。

チャレンジ③ 21 18 23

1区画約15㎡、利用
期間約2年間で、2ﾌﾞ
ﾛｯｸに分け毎年交互
に利用者を募集して
いる。

市民の余暇を楽しむ
場の提供をおこな
い、農の普及に寄与
した。

市民農園が減少傾
向にあることや新規
農園を増やすこと。
利用ニーズへの対
応。

【継続】
市民の余暇を楽しむ
場を提供する市民
農園について、運営
費の助成をはじめ、
整備・運営がしやす
いよう支援を行う。

(2)市民団体等と連
携したコミュニティ
農園の創出

市民団体等と連携し、農作業
を通じて地域交流や環境学
習、食育等の学びの機会を提
供し参加者のコミュニティ形成
を行うコミュニティ農園を創出
します。

チャレンジ④ 0 1 3

4月　服部緑地コミュ
ニティ農園運営協議
会を発足（市民活動
団体、市農業者団
体、市等で構成）し、
服部緑地公園内の
圃場にコミュニティ
農園を開園した。

市民に農のある暮ら
しを体験してもらうこ
とができ、農業の理
解の促進とともに健
康増進や食育にも
寄与した。

今後、農園参加者を
いかに援農ボラン
ティアや新規就農者
につなげていくか。

【継続】
コミュニティ農園を継
続し、参加者と農業
者の交流の機会を
創出し、今後の新た
な担い手の創出等、
次の展開につながる
よう努める。

案件2で詳細説明

３
【豊中の
「農や食」
を通じた、
市民の豊
かな暮ら
しの実
現】

３－２
地域コミュニ
ティと連動した
農地の活用

（3）田植え・稲刈
り、さつまいも栽培
等の農業体験の推
進

農業者による市民を対象とし
た田植え・稲刈り、さつまいも
等の栽培体験を支援し、豊中
農業の理解醸成に取り組みま
す。

チャレンジ⑤ 0 1 3

市内農地で、豊島西
小学校の児童を対
象に、田植え体験学
習を行った。協力助
成金要綱を整備中。

学校における職に関
する取組の推進。
地域住民への農業
への理解の醸成。

新規実施場所や実
施者の確保。

【継続】
農業者と連携し、市
民を対象とした農業
体験を企画・実施、
農のある暮らしの普
及促進を図る。

３
【豊中の
「農や食」
を通じた、
市民の豊
かな暮ら
しの実
現】

３－２
地域コミュニ
ティと連動した
農地の活用
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